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１．概要 

本報告書は、令和４年９月に全年次を対象に実施した、授業改善を目的とする授業評価アンケートの結

果に基づき、教員間で会議を行い、今後どのように活かすのかをまとめたものになります。 

なお、詳細なアンケート結果については公表しかねますので、ご了承ください。 

 

２．各教科における共通項目 

(1)授業改善についてどのような課題が明らかになったか。 

(2)アンケート結果を役立てることで、授業のどのような点を変えたり見直したりする予定なのか。 

 

３．各教科では、これに基づき後期を中心に授業改善を行っていただきました。 

(1)国語科 

【授業改善についてどのような課題が明らかになったか。】 

・自己の学びにおける振り返りの重要性。 

・思考力判断力の育成と、その評価方法。 

・教科内における連携の強化。 

・ペアワークやグループワークの充実。 

【アンケート結果を役立てることで、授業のどのような点を変えたり見直したりする予定なのか。】 

・ICT教育のさらなる活用と研鑽を行い、生徒たちの主体的な学びを促す。 

・自己評価シートを活用し、次時にフィードバックを行う。 

・調べ学習の充実。 

・実物教材・映像教材の活用。 

・古単語テストを１年次生から始めて、単語力をつける。 

・年間を通して、速読トレーニングを実施し、速読力・読解力の向上に努める。 

・ペアワーク、グループワークの実施。  

 

(2)地歴公民科 

【授業改善についてどのような課題が明らかになったか。】 

・考えたり、活動したりする機会が不足している。 

・１回の授業における理解度の充実 

【アンケート結果を役立てることで、授業のどのような点を変えたり見直したりする予定なのか。】 

・テーマを示し、グループ等で考察する時間を設けて発表する時間を設ける。 

・自分事として受け止めることができるような学習活動や探究活動の機会を増やしていく。 

 

 

 

 

 

 



(3)理科 

【授業改善についてどのような課題が明らかになったか。】 

・考えたり、活動したりといった授業を充実させる必要がある。 

【アンケート結果を役立てることで、授業のどのような点を変えたり見直したりする予定なのか。】 

・主体的に取り組めるように、授業方法の改善を図り、板書の見直しを行うなど、基本に立ち返って

授業改善に取り組むこと。 

 

(4)保健体育科 

【授業改善についてどのような課題が明らかになったか。】 

・体育：運動の得手不得手を問わず、興味・関心が高く授業に参画している生徒が比較的多いことが

わかった。運動を苦手とするけれども興味・関心、学びに向かう姿勢が高い生徒を増やせる

よう向上を目指す。 

・保健：考えたり、活動する時間の確保するとともに、学びの内容を深めることを実感してもらえる

ようにする。 

【アンケート結果を役立てることで、授業のどのような点を変えたり見直したりする予定なのか。】 

・主体的な取り組み姿勢の向上 

・ＩＣＴ機器の活用 

・グループ活動の充実 

 

(5)家庭科 

【授業改善についてどのような課題が明らかになったか。】 

・授業の取り組み状況が成績に反映されていないと感じている生徒が多少いる。 

・クロームブックのスムーズな活用 

【アンケート結果を役立てることで、授業のどのような点を変えたり見直したりする予定なのか。】 

・ルーブリックの作成 

・評価基準の記載 

・グループワークの充実 

・実習や実験などの充実 

 

(6)芸術科 

【授業改善についてどのような課題が明らかになったか。】 

・学びの定着を実感できない生徒が多少いる。 

【アンケート結果を役立てることで、授業のどのような点を変えたり見直したりする予定なのか。】 

・学びが実感できるようワークシートやフィードバックを充実させる 

・主体的な取り組みができる教材選定 

・ICT機器を積極的に活用した授業づくり 

 

 



(7)英語科 

【授業改善についてどのような課題が明らかになったか。】 

・半数近くの生徒に十分対応できていないこと。                

・生徒の反応を確認しながら進める。                 

・授業の進度に関して 

【アンケート結果を役立てることで、授業のどのような点を変えたり見直したりする予定なのか。】 

・指導すべき項目を整理し、簡潔に指導する。                

・生徒の進捗状況を確認しながら丁寧に進める。       

・複数で展開する教科は、情報を共有しあいながら調整して進めていく。 

 

(8)商業科 

【授業改善についてどのような課題が明らかになったか。】 

・理解度に差があることは承知しているが、今年度の各教科、各クラスのポイントとなる基準が確認

できた。 

【アンケート結果を役立てることで、授業のどのような点を変えたり見直したりする予定なのか。】 

・個人的指導を丁寧に進める。 

・理解度を生徒にも可視化できることはして、理解力を促進する。 

 


